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 No.43　久之浜・大久

　
１
年
生
の
劇「
大
き
な
か
ぶ
」で

開
幕
し
た
久
之
浜
一
小
の
学
習
発

表
会
。２
年
生
に
よ
る
表
現
活
動

「
わ
く
わ
く
音
楽
パ
レ
ー
ド
」、３

年
生
の
劇「
森
の
指
揮
者
」、４
年

生
の
歌
と
演
奏「
み
ん
な
輝
く
音

楽
会
」、５
年
生
の
体
育「
久
一
小

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、そ
し
て
６
年
生

の
劇「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」。児
童
た
ち

は
、家
族
や
地
区
の
皆
さ
ん
の
前
で
、

日
頃
の
学
習
と
練
習
の
成
果
を
精

一
杯
披
露
。ま
た
、一
昨
年
度
お
で

か
け
ア
リ
オ
ス
の
企
画
で
生
ま
れ

た
新
し
い
久
之
浜
の
歌「
た
し
か
な

る
風
〜
ふ
る
さ
と
久
之
浜
・
大
久
」

を
全
校
生
１
７
３
名
が
心
を
一
つ

に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

久之浜・大久久之浜・大久

学習・芸術
文化の秋

久之浜中
文化祭海蜂祭

10月
26日

地区市民
文化祭

11月
3日

久之浜一小
学習発表会

10月
25日

久之浜二小
学習発表会

11月
2日

かい　　ほう

みんなが力を合わせることの大切
さと素晴らしさ。全学年の発表に表
れていました

一昨年に生まれた久之浜の歌「たし
かなる風」。客席でも口ずさむ人の
姿が見られました

　
午
前
中
開
か
れ
た
、総
合
学
習

の
学
年
発
表
で
は
、高
校
や
大
学
、

企
業
で
の
体
験
学
習
の
様
子
を
寸

劇
を
交
え
て
発
表
。な
か
で
も
、老

人
福
祉
施
設
、消
防
署
、自
衛
隊
な

ど
を
訪
れ
た
３
年
生
は
、安
心
・
安

全
な
故
郷
久
之
浜
の
復
興
を
願
い

旅
を
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
仕

立
て
の
発
表
で
し
た
。午
後
に
は
、

ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

と
県
大
会
出
場
を
果
た
し
た
吹
奏

楽
部
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
海
蜂
祭
に
向
け
た
約
２
ヵ
月
の

練
習
期
間
。全
校
生
徒
１
１
４
名

一
人
ひ
と
り
が
ピ
ー
ス
と
な
っ
て
、

海
蜂
祭
と
い
う
大
き
な
作
品
を
完

成
さ
せ
た
一
日
で
し
た
。

２年生の防災学習の発表。学校に備
えられた防災備蓄品の紹介がされ
ました

各クラスが課題曲と自由曲を披露
した合唱コンクール。３年１組が最
優秀賞に選ばれました

　
久
之
浜
二
小
の
学
習
発
表
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
ブ
ザ
ー
の
音
が
始

ま
り
だ
、
ち
が
う
自
分
に
大
変

身
!!
」。１
・
２
年
生
に
よ
る「
久
二

の
森
の
言
葉
遊
び
バ
ト
ル
」、３
・
４

年
生
の「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
学
校
」、５
・

６
年
生
の「
銅
像
ど
ろ
ぼ
う
」と
、

児
童
た
ち
は
た
ぬ
き
や
き
つ
ね
、ド

ラ
キ
ュ
ラ
、そ
し
て
銅
像
な
ど
の
役

に
成
り
切
っ
て
精
一
杯
の
演
技
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。方
部
音
楽
祭
に

出
場
し
た
１
〜
４
年
生
の
合
奏
、

卒
業
生
も
加
わ
り
行
わ
れ
た
黒
潮

流
み
つ
も
り
太
鼓
の
演
奏
、最
終
演

目
は
全
校
生
21
名
に
よ
る
群
読
と

斉
唱
。す
ば
ら
し
い
明
日
そ
し
て
未

来
を
夢
見
て
進
も
う
と
力
強
い
言

葉
を
客
席
に
届
け
ま
し
た
。

１・２年生合同の劇の発表。みんな役
に成りきって精一杯の演技を見せ
てくれました

全校児童21名から、愛する故郷と
明日の自分に向けた力強い言葉が
聴かれました

　
ス
テ
ー
ジ
を
囲
み
設
置
さ
れ
た

パ
ネ
ル
や
机
に
は
、カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

や
絵
手
紙
、洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

10
の
文
化
サ
ー
ク
ル
の
様
々
な
作

品
が
展
示
さ
れ
、会
場
を
飾
り
ま

し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、大
正
琴
の

演
奏
、日
本
舞
踊
、太
極
拳
や
ヨ
サ

コ
イ
の
演
舞
、詩
吟
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。お
昼
休

み
に
は
、お
弁
当
や
豚
汁
、焼
き
鳥

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、発
表
で
の
反

省
点
を
話
す
サ
ー
ク
ル
や
昔
話
で

盛
り
上
が
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た

　
出
演
者
の
最
年
少
は
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
披
露
し
た
２
歳
、最
年
長

は
詩
を
吟
じ
た
88
歳
。老
若
男
女

が
楽
し
ん
だ
文
化
の
日
で
し
た
。

元気な踊りを４曲披露した子どもた
ち。客席から温かい大きな拍手が
送られました

混声コーラスグループ「コールはま
ぎく」。新たなメンバーも加わり活
動しています



2

H i s a n o h ama・oh i s a

　
原
子
力
発
電
所
の
不
測
の
事
態
を

想
定
し
、原
子
力
災
害
時
に
市
、各
行

政
区
そ
し
て
地
区
住
民
が
円
滑
に
対

応
で
き
る
よ
う
す
る
た
め
の
原
子
力

防
災
訓
練
。久
之
浜
・
大
久
地
区
を
第

１
ブ
ロ
ッ
ク（
南
町
、中
町
、北
町
、東

町
、西
町
２
区
、田
之
網
）、第
２
ブ

ロ
ッ
ク（
西
町
１
区
、金
ヶ
沢
、末
続
、

小
久
、小
山
田
）、第
３
ブ
ロ
ッ
ク（
筒

木
原
、大
久
）に
分
け
図
上
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
、10
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
の

訓
練
で
は
、災
害
情
報
を
地
区
住
民
に

ど
う
伝
え
る
か
、停
電
時
や
電
話
が
不

通
の
時
は
ど
う
す
る
か
、広
報
車
の

ル
ー
ト
も
含
め
情
報
伝
達
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は
、

各
自
宅
か
ら
一
時
避
難
所
ま
で
の
避

難
と
そ
の
誘
導
。災
害
時
用
援
護
者

を
ど
の
よ
う
に
避
難
さ
せ
る
か
。地
区

住
民
の
避
難
確
認
方
法
を
ど
う
す
る

か
。熱
心
な
議
論
が
進
み
ま
し
た
。

　
図
上
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
、久

之
浜
・
大
久
地
区
原
子
力
災
害
避
難

計
画
が
策
定
さ
れ
、来
年
１
月
31
日
に
、

避
難
計
画
を
基
に
実
際
に
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
５
月
発
行
の
36
号
に
掲
載
し
た

金
ヶ
沢
見
渡
神
社
の
植
樹
祭
。４
月
に

植
え
ら
れ
た
木
々
も
し
っ
か
り
と
根

を
張
り
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

防
災
集
団
移
転
先
の
団
地
の
土
地
造

成
も
進
み
、見
渡
神
社
を
中
心
と
し
た

津
波
被
災
地
の
跡
地
利
用
に
向
け
た

検
討
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

原
子
力
防
災
訓
練

第
２
回
図
上
訓
練
の
実
施

金
ヶ
沢
見
渡
神
社
の
今

津
波
被
災
地
利
用
検
討
始
ま
る

震災後初のお座敷列車
２８名が参加し末続親睦旅行

末続防災集団移転団地の今

４月27日、300人が参加し植樹が
行われた金ヶ沢のシンボル見渡神
社。750本の木々が元気に育って
います

寒風に負けるな
一小と二小で持久走大会

地域づくり協議会
海岸清掃と農業体験

動
画
が
見
ら
れ
ま
す

動
画
が
見
ら
れ
ま
す

　11月6日早朝、震災以来途絶えていた地区の親睦
旅行の日がやってきました。末続駅に一人また一人
と集まってきた地区の皆さん。お座敷列車を利用し
た１泊２日の伊豆修善寺と箱根の旅へ出発です。
　「今回で14回目のお座敷列車。楽しかったよ。集
団移転団地ができて、それから家が建って末続に人
が戻って来る。ま
た地区の皆で楽し
い旅行に行きたい
ね」と高木宏区長
が話しました。

　移転先となる防災集団移転団地の造成工事も終
了し、団地内に公園も作られました。12月17日には、

造成工事の竣
工式も行われ、
雇用促進住宅
や一時提供住
宅で生活する
地区の皆さん
への土地の引
渡しも進めら
れています。

 秋から冬へと季節が変わっても、いつだって
浜っ子たちは元気一杯。11月14日、久之浜二
小が陸上競技場で、28日には久之浜一小が
西町の公道を使い持久走大会を開きました。
初体験の一年生から自己記録更新に燃える
上級生まで。保護者を始めとする多くの皆さ
んからの声援を受け懸命に走る子どもたち。
元気一杯たくましい走りを見せてくれました。

久之浜・大久を桜のまちに
1000本目指して桜の植樹
　震災以来、久之浜支援を続ける静岡県三
島市の佐野弘子さんが代表を務める「チー
ム桜龍in久之浜」のメンバー。小春日和の11
月22日、昨年度に続き久之浜を訪れ、吉原
二六行政嘱託員（区長）協議会会長、木田
寿夫西町１区長と一緒に額に汗して桜の植
樹。前回と合わせて植えた桜は180本「２月
にも植樹に来るからね。まだまだ頑張らな
くっちゃ！」と佐野さんが笑顔で話しました。

秋から冬へ 久之浜・大久秋から冬へ 久之浜・大久

賑わいの場の提供を
商工会青年部きらきら広場

動
画
が
見
ら
れ
ま
す

動
画
が
見
ら
れ
ま
す

久之浜・
大久
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生
ま
れ
育
っ
た
四
倉
で

事
業
再
開

会場に展示された
作品に見入る来場
者のみなさん

駐車場で行われた
バザーや模擬店も
人気を集めました行政嘱託員(区長)協議会は、震災以降のボラ

ンティア活動などを市長に説明しました

有限会社 髙橋瓦屋根工事店
代表取締役　髙橋　昇 さん

震災の教訓を胸に
瓦ひとすじ34年

　
11
月
20
日
、平
成
26
年
度
第
８
回

「
移
動
市
長
室
」(

四
倉
地
区)

が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
懇
談
に
先
立
っ
て
、清
水
敏
男
市
長

は
四
倉
公
民
館
で
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
を
楽
し
む
住
民
の
み
な
さ
ん
の
様

子
を
視
察
し
、チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
ふ

く
ま
る
で
は
、利
用
者
や
施
設
職
員
の

話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、四
倉
支
所
の
会
議
室
で
参

加
者
の
み
な
さ
ん
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
内
容
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、四
倉
地
区
行
政

嘱
託
員（
区
長
）協
議
会
、四
倉
ふ
れ

あ
い
市
民
会
議
、四
倉
町
商
店
会
連

合
会
、い
わ
き
市
農
業
協
同
組
合
青

年
連
盟
大
浦
支
部
の
代
表
者
の
み
な

さ
ん
で
す
。

移
動
市
長
室
で

清
水
市
長
が
四
倉
を
視
察

　
第
41
回
四
倉
地
区
市
民
文
化
祭
の

展
示
の
部
が
11
月
８
、９
日
の
両
日
、

四
倉
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
活
動
す
る
絵
画
、川
柳
、

陶
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
の
作
品
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
楽
寿
荘
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
、

四
倉
地
区
の
園
児
や
児
童
の
絵
画
や

書
写
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
昭
和
30
年
代
の
四
倉
の
町
並

み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
記
録
し
た
映

像
の
上
映
会
も
開
か
れ
た
ほ
か
、公
民

館
の
駐
車
場
で
は
、お
こ
わ
、海
産
物
、

野
菜
な
ど
の
地
元
産
品
を
販
売
す
る

模
擬
店
や
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
島
県

第
16
団
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

市
民
文
化
祭
に

力
作
が
多
数
展
示

が
し
な
い
と
、気
持
ち
が
落
ち
着
か

な
い
ん
で
す
」

　
震
災
後
の
２
年
間
ほ
ど
は
、瓦

屋
根
の
補
修
の
注
文
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
も
の
の
、従
業
員
だ
け
で
は

人
手
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、全
国

瓦
工
事
組
合
連
合
会
や
瓦
問
屋
の

紹
介
で
、西
日
本
や
北
陸
か
ら
職

人
が
応
援
に
来
て
、建
て
直
し
た
髙

橋
さ
ん
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
下

宿
し
な
が
ら
、仕
事
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
震
災
前
ま
で
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
息
子
さ
ん
も
、多
忙
な

父
親
の
姿
を
見
て
、家
業
を
継
ぐ
こ

と
を
決
意
。

　「
か
つ
て
手
が
け
た
屋
根
は
、あ

の
震
災
の
揺
れ
で
も
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
は
壊
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」と

胸
を
張
る
髙
橋
さ
ん
。

　
震
災
後
は
、棟
木
に
鉄
筋
の
棒

を
通
す
な
ど
し
て
、地
震
の
揺
れ
に

強
い
瓦
屋
根
の
工
法
に
取
り
組
み
、

そ
の
瓦
葺
き
工
と
し
て
の
経
験
と

技
術
が
評
価
さ
れ
、今
年
度
の
市

技
能
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
賞
を
い
た
だ
い
て
光
栄
で
す
。

賞
に
恥
じ
な
い
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
と
、気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。後

進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

町
な
ど
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
３
月
下
旬
に
い
わ
き
に
戻
っ
た

髙
橋
さ
ん
は
、県
外
で
仕
事
を
再

開
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、地

元
の
顧
客
か
ら
の
屋
根
の
修
理
の

問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
た
め
、い

わ
き
で
の
事
業
再
開
を
決
意
。

　「
津
波
で
大
変
な
思
い
を
し
た
の

で
、四
倉
で
は
な
く
市
内
の
ど
こ
か

別
の
場
所
に
移
ろ
う
か
と
家
族
で

話
し
合
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、こ
の
場
所
に
約
50
年
住
ん
で

い
た
の
で
、波
の
音
と
か
潮
の
香
り

　
同
社
代
表
で
三
代
目
の
髙
橋
昇

さ
ん
は
、あ
の
震
災
の
日
、四
倉
町

東
２
丁
目
の
自
宅
兼
事
務
所
に
い

ま
し
た
。

 

大
き
な
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
外

に
出
る
と
、目
の
前
の
海
の
色
が
黒

く
変
わ
っ
て
い
て
、異
変
を
感
じ
た

髙
橋
さ
ん
は
高
台
に
避
難
。

　
そ
の
後
、自
宅
は
津
波
に
襲
わ

れ
て
全
壊
し
た
た
め
、会
津
の
三
島

経
験
と
技
術
を
評
価
さ
れ
て

市
技
能
功
労
者
に

現場で作業をする髙橋さん 東日本大震災を経て、耐震性の高い屋根瓦の工法に取
り組む髙橋さん

目の前に四倉海岸が広がる同社
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動画が見られます

　
仁
井
田
地
区
海
岸
の
う
ち
上
仁

井
田
地
区
で
は
、今
年
６
月
か
ら

海
岸
堤
防
の
新
設
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
工
事
延
長
は
、四
倉
中
学
校
か

ら
南
に
２
６
４
．５
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
あ
る
、海
岸
に
下
り
る
階

段
ま
で
。

　
既
存
の
堤
防
の
場
所
か
ら
海
側

に
前
出
し
す
る
形
で
、海
抜
７
．２

メ
ー
ト
ル
、幅
24
メ
ー
ト
ル
の
堤
防

を
新
設
し
、旧
堤
防
と
新
堤
防
の

間
に
は
、海
抜
８
．２
メ
ー
ト
ル
の

防
災
緑
地
を
整
備
し
ま
す
。

　
堤
防
を
波
打
ち
際
に
前
出
し
す

る
の
に
伴
い
、波
浪
が
工
事
の
さ
ま

た
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、鋼
矢
板

を
海
岸
に
設
置
す
る
作
業
が
終
わ

り
、現
在
は
堤
防
海
側
の
基
礎
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
倉
小
、四
倉
ふ
れ
あ
い
市
民

会
議
、日
大
理
工
学
部
ま
ち
づ
く

り
工
学
科
、県
、市
が
連
携
し
、避

難
場
所
や
地
域
の
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
地
図
を
作
る「
四

倉
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
２
０
１
４
」が
11
月
12
日
、同
小

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
６
年
生
55
名
が
参
加
。児
童
ら

は
７
班
に
分
か
れ
て
、海
岸
に
い
る

時
に
地
震
が
起
き
た
と
の
想
定
で
、

諏
訪
神
社
、海
嶽
寺
、妙
見
神
社
な

ど
の
一
次
避
難
場
所
へ
移
動
。

　
ル
ー
ト
の
途
中
で
気
が
つ
い
た

点
を
メ
モ
し
た
り
写
真
に
撮
り
、学

校
に
戻
っ
て
か
ら
班
ご
と
に
発
表

し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、来
年
３
月

11
日
に
発
表
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
11
月
23
日
、第
12
回
大
浦
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
大
浦
小
学
校
の
校
庭
を
ス
タ
ー

ト
し
た
参
加
者
は
円
福
寺
、長
隆

寺
な
ど
を
巡
る
、約
８
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
の
大
浦
公
民
館
で
は
、婦

人
会
に
よ
る
豚
汁
の
振
る
舞
い
の

ほ
か
、お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り

ま
し
た
。

上
仁
井
田
地
区
の

海
岸
堤
防
新
設
工
事

避
難
場
所
な
ど
を

盛
り
込
み
地
図
作
成

秋
晴
れ
の
下

元
気
い
っ
ぱ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

着々と工事が進む上仁井田地区の海岸
堤防。波打ち際に見えるのが鋼矢板

四倉海岸で、県の担当者から防潮堤と防
災緑地の工事の説明を受ける児童たち

約200名が参加しました

四倉ピックアップ

四　倉

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ
テ
ィ

で
体
験
学
習

11月
17日

　四倉小、大浦小、
大野一、大野二の小
学５年生が、体験型
経済教育施設エリム
２階の「スチューデ
ントシティ」で体験
学習をしました。
　児童たちは実際の
街並みを模した館内
で、収支が黒字にな
るように工夫しなが
ら、お店などを運営
しました。

買い手と売り手の立場になって、体験
学習に取り組みました

ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
が

や
っ
て
来
た
　

11月
26日

　〈県いわき海浜自
然の家〉で「震災復
興・国立科学博物館
コラボミュージア
ム」が開かれました。
　同館所蔵のアロサ
ウルスの実物全身骨
格などの化石標本が
展示され、開会セレ
モニーに招かれた四
倉第一幼稚園の園児
たち36名が見学しま
した。

アロサウルスの全身骨格を興味津々
で見つめる園児たち

道
の
駅
で

よ
さ
こ
い
演
舞

11月
９日

　道の駅よつくら港
のふれあい広場で、
「いわきDE YOSA来
い!秋祭り2014」が
開かれました。
　市内を中心に県北、
県中、県南、会津の
県内各地域や、埼玉
県や栃木県から22の
チームが参加。
　華やかな衣装と躍
動感あふれる踊りで、
会場を沸かせました。

四倉のよさこいグループ美舞蝶組
もエネルギッシュな踊りを披露

四
倉
小
に
ヤ
ン
グ

ア
メ
リ
カ
ン
ズ
が
来
校

11月
10日

　ヤングアメリカン
ズ（ＹＡ）のミニ
ワークショップツ
アー「TOMODACHI
ゴールドマン・サッ
クスロードショー」
に、四倉小の6年生
が挑戦。
　児童たちは4時間
のワークショップを
経て、約10分間の
ショーを作り上げま
した。

ＹＡのメンバーと協力して、歌ありダン
スありの楽しいステージが完成

あ　げ　は　ぐ　み

こ
う
　
や
　
い
た

12
月
の
お
知
ら
せ

◆冬休みこどもまつり（四倉公民館）
　26日（金）９：30～絵凧づくり教室
　　　　　（先着30名事前申し込み制）
　　　　　　正　午　おやこもちつき会
　　　　　　13：30～子ども映画会
◆暮れ市（仲町商栄会）　
　26日（金）正月用品販売と、桂建設さん前で 
　11：00頃より餅つき
◆和泉妃夏さん一人芝居（チャイルドハウスふくまる）
　27日（土）13：30～と18：30～の2回公演

いずみ　ひ　な
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「
創
れ
、創
れ
！
感
動
創
れ
！
み
ん
な
で
創
れ
！

　
　
　
　
　ぼ
く
ら
の
舞
台

　ぼ
く
ら
の
未
来
」

豊
間
小
・
学
習
発
表
会

　
11
月
22
日
、豊
間
小
学
校
体
育

館
で
、学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
１
・
２
年
生
26
名
は
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、３
・
４

年
生
は
方
部
音
楽
祭
を
通
し
て
、

努
力
す
る
こ
と
や
協
力
す
る
こ
と

を
学
ん
だ
成
果
を
、応
援
し
て
く

れ
た
方
々
に
感
謝
を
込
め
て
演
奏

を
し
ま
し
た
。５
年
生
は
昔
話
の

桃
太
郎
を
器
械
体
操
や
竹
馬
、縄

跳
び
、ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
盛
り
込
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
発
表
。６
年

生
は
、社
会
科
や
国
語
の
時
間
に

太
平
洋
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
に

つ
い
て
学
習
し
、こ
の
発
表
会
で
も

戦
争
が
引
き
起
こ
す
悲
劇
を
演
じ

て
平
和
の
尊
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、豊
間
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

劇
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。劇
団

員
の
鈴
木
三
和
さ
ん
が
全
学
年
に

対
し
、発
声
練
習
か
ら
演
技
ま
で

を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。個
性
的

な
児
童
た
ち
と
と
も
に
作
り
上
げ

た
劇
は
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
劇

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
習
発
表
会
を
通
し
て
水
谷

大
校
長
は「
思
い
は
復
興
祈
念
。学

校
は
規
律
を
学
ぶ
場
所
で
家
庭
は

躾
を
学
び
、地
域
は
奉
仕
を
学
ん

で
全
て
の
教
育
が
成
立
し
、人
の

復
興
を
支
え
る
。だ
か
ら
、保
護
者

だ
け
で
は
な
く
地
域
の
方
々
に
も

招
待
し
学
校
を
開
放
し
ま
し
た
。

感
動
を
共
有
す
る
場
に
し
た
か
っ

た
。点
か
ら
面
を
繋
ぐ
の
が
学
校

の
役
割
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

豊間中・みよび祭り

動画が見られます

重いテーマを見事に演じ切りました。映画教室で学
んだのかな

３・４年生の体操の演技。たくさん練習
をしていました

豊間アカデミー３人の歴史上の武将が
現代を見ています

１・２年生が一生懸命にダンスを披露しました

各学年グループ単位でそれぞれの学習テーマ
を発表しました

豊間中筝学部の演奏は和の心の素晴しさが出
ていました

絵画や木工作品の展示でも個性的な作品が並
びました

体育館後方には、学習の成果や夢や希望が展示
してありました

　11月１日、豊間中学校で日頃の学習の
成果を発表する「みよび祭」が行われま
した。
　今年のテーマは「僕らの可能性」。ス
ローガンに「果てしない空のように僕ら
の夢も無限大」を掲げて、生徒主体で計
画、準備、発表を行ってきました。
　高濱俊彦校長も「生徒の自主性を尊重
して生徒たちに任せてみました。普段の
生活とは違う新しい輝きを感じることが
できました。また、学年対抗で行われた合
唱コンクールで切磋琢磨して、感動を共
有することができた時、学校全体として
の一体感が生まれ生徒たち一人一人の
可能性を確信できました」と話していま
した。

〈
復
興
祈
念
〉
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11
月
30
日
、豊
間
団
地
集
会
所

に
て
、「
赤
坂
通
り
ま
ち
づ
く
り
の

会
」、「
家
庭
大
工
ク
ラ
ブ
」、「
連
健

夫
建
築
研
究
会
」、「
豊
間
東
京
支

援
グ
ル
ー
プ
」、「
大
妻
女
子
大

学
」、「
豊
間
復
興
商
店
会
」、「
豊
間

婦
人
会
」、「
新
し
い
東
北
先
導
モ

デ
ル
事
業
事
務
局
」の
参
加
８
グ

ル
ー
プ
約
70
名
で
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、「
と
よ
マ
ル
シ
ェ
」

の
４
事
業
者
と
婦
人
会
が
用
意
し

た
昼
食
を
食
べ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
る
な
ど
し
て
、こ
れ
か
ら
開
店
す

る
事
業
者
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　
第
２
部
は
、ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
交
流
会
と
題
し
、ど
ん
ぐ
り

の
苗
や
ど
ん
ぐ
り
の
受
け
渡
し
を

し
ま
し
た
。

　
第
３
部
に
は
、全
員
で
６
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ

懇
談
会
を
実
施
し
、豊
間
地
区
の

復
興
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
や
、こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い

て
、活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま

し
た
。

　

　
11
月
６
日
に
会
議
、20
日
に
豊

間
、薄
磯
、沼
ノ
内
の
３
区
長
へ
の

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
現
在
進
行
中
の
ロ

ゴ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
子
育
て
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、追
加
メ
ン
バ
ー
を
募
る

こ
と
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
活

発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
区
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て

「
海
ま
ち
・
と
よ
ま
市
民
会
議
」は

新
し
い
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
11
月
４
日
、豊
間
小
・
中
学
校
の

新
し
い
仮
設
避
難
道
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
仮
設
避
難

道
は
、こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
避

難
道
路
が
高
台
整
備
の
工
事
区
域

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、か
ね

て
よ
り
地
元
や
学
校
が
市
に
整
備

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
避
難
路
は
、豊
間
小
校

舎
西
側
奥
の
斜
面
か
ら
全
長
約
８

０
０
メ
ー
ト
ル
塩
屋
崎
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
下
の
県
道
へ
抜
け
る

ル
ー
ト
で
開
通
し
て
い
ま
す
。

海
ま
ち・と
よ
ま
市
民
会
議

３
区
長
へ
の
報
告
会

海
ま
ち・と
よ
ま
市
民
会
議

３
区
長
へ
の
報
告
会

豊
間
小・中
学
校
　

仮
設
避
難
路
整
備

豊
間
小・中
学
校
　

仮
設
避
難
路
整
備

豊
間
地
区
　

復
興
交
流
ツ
ア
ー

豊
間
地
区
　

復
興
交
流
ツ
ア
ー

平地区（豊間・薄磯・沼ノ内）

小
野
町
生
活
学
校
か
ら

い
わ
き
へ

11月
14日

広
島
県
か
ら

バ
ン
ド
活
動
で
義
援
金

11月
24日

薄
磯
団
地
で

心
と
体
の
ケ
ア

11月
22日

託
さ
れ
た
チ
ェ
ロ
で

お
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト

11月
26日

　薄磯団地集会所で
市平地区保健福祉セ
ンター主催、ふくしま
心のケアセンター協
力で「健康リラクゼー
ション教室」が行われ
ました。睡眠に関する
講話や血圧測定のほ
か、呼吸法やストレッ
チを学びました。

　薄磯の修徳院で「あ
なたを忘れないこころ
をむすぶコンサート」
と題し、北海道のピア
ニスト鳥居はゆきさん
と土田英順さんのチェ
ロの二重奏のほか、林
家とんでん平さんの落
語で参加者は癒しの
時間を過ごしました。

チェロは大船渡で犠牲になった方
の知人から託されたものです

事業者が自社商品の特徴を参
加者に説明していました

高台の整備が終るまでの
仮設避難路が安全と安心
を守ります

全員でストレッチやマッサージの講
習を受けリフレッシュしました

　広島県のロックバ
ンドが中心となり、福
山市や岡山県でチャ
リティーイベント行い、
その収益をいわきら・
ら・ミュウと薄磯復興
本部に寄付しました。
震災後から毎年支援
を続けており、地域の
方々も若者たちに感
謝しています。

　田村郡小野町の
「小野町生活学校」村
上美津子委員長から、
海まち・とよま市民会
議と久之浜大久地区
復興対策協議会に全
国の生活学校から集
められた義援金をそ
れぞれ、10万円（計20
万）が寄付されました。

海まち・とよま市民会議代表代理
で大河内さんが受け取りました

市内でのライブイベントで来市、義
援金を持って来て頂きました

平

　12月20日、豊間復興協議会
の駐車スペースに〈中華はまや
（旧はまや食堂）〉、〈ベジタブル
ShiGa（旧志賀牛乳）〉、〈B&B
きゅういち（旧久一観光）〉〈ウロ
コジュウ（金成食品）〉の４事業
者がそろいプレオープンしま
す。
　４事業者ともに震災・津波で
被災した店主たちがふるさと
の復興に力を合わせて豊間の
地で再開します。

豊間復興商店
〈とよマルシェ〉
オープンのお知らせ

区長報告会で良い協力関係にしましょ
うと話しが弾みました
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平
成
７
年
に
校
名
を
い
わ
き
海

星
高
校
に
改
称
以
降
、２
年
に
１

度「
海
星
祭
」を
実
施
し
て
き
た
同

校
。平
成
23
年
に
第
９
回
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、津
波
被
害
に
遭

い
、残
念
な
が
ら
中
止
に
。同
年
秋
、

小
名
浜
高
校
と
合
同
で「
地
域
復

興
祭
」を
実
施
し
ま
し
た
が
、そ
の

後
、壊
れ
た
校
舎
や
体
育
館
、実

習
棟
の
復
旧
が
完
了
し
、今
年
、

11
月
８
日
・
９
日
、「
海
星
祭
」が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
当
日
、入
場
門
を
飾
っ
た

の
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
フ
レ
ス
コ

震災の教訓を
　　　　　　次世代に伝えたい

画「
ア
ダ
ム
の
創
造
」。太
田
先
生

に
よ
る
も
の
で
、新
た
な
始
ま
り

を
意
味
し
ま
す
。か
つ
て
の
使
用

し
て
い
た
門
が
す
べ
て
津
波
で
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、門
の
製
作

か
ら
始
ま
り
、絵
を
描
き
、３
ヵ
月

か
け
て
完
成
さ
せ
た
そ
う
。「
板
や

パ
イ
プ
な
ど
の
材
料
か
ら
調
達
し
、

１
か
ら
作
り
あ
げ
た
の
で
、満
足

し
て
い
ま
す
」堂
々
と
し
た
絵
を

く
ぐ
っ
て
、校
舎
に
入
る
と
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
に
は
、津
波
で
亡
く
な
っ

た
男
子
生
徒
が
い
ま
す
。太
田
先

生
が
そ
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
震

災
か
ら
１
ヵ
月
後
で
し
た
。彼
の

勇
気
あ
る
行
動
を
知
り
、歌
に
し

て
残
す
こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
太
田
先
生
が
作

詞
作
曲
し
、昨
年
秋
、曲
は
完
成

し
ま
し
た
。海
星
祭
で
披
露
す
る

た
め
に
、先
生
方
と
と
も
に
バ
ン

ド
を
結
成
し
、練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。７
日
に
行
わ
れ
た
開
催

式
で
は
、食
品
シ
ス
テ
ム
科
３
年

の
渋
谷
愛
華
さ
ん
か
ら
歌
を
作
っ

た
経
緯
の
説
明
が
あ
り
、全
校
生

徒
の
前
で「
一
人
の
少
年
」を
披
露

し
ま
し
た
。

　「
生
徒
た
ち
に
は
彼
を
知
っ
て

巣
立
っ
て
欲
し
い
。そ
し
て
、忘
れ

な
い
で
い
て
欲
し
い
で
す
」。体
育

館
は
静
ま
り
、生
徒
た
ち
の
心
に

響
き
ま
し
た
。

　
単
独
で
は
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

た
文
化
祭
。食
品
シ
ス
テ
ム
科
が

作
っ
た
缶
詰
や
、海
洋
科
に
よ
る

冷
凍
マ
グ
ロ
の
販
売
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、行
列
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、体
育
館
で
は
復
興
へ
の
歩
み

を
記
録
し
た
落
成
記
念
D
V
D

も
上
映
。生
徒
や
訪
れ
た
人
も
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
心
か
ら
喜
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
11
月
１
日
、小
名
浜
市
民
会
館

で「
た
て
や
ま
祭
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は「
最
高
の
美
を
飾
ろ
う

〜
仲
間
と
と
も
に
〜
」が
ス
ロ
ー

ガ
ン
。生
徒
た
ち
は
各
自
が
持
て

る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、３
年
生

に
よ
る
発
表
や
ク
ラ
ス
対
抗
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
よ
る
発
表
で
は
バ
ン

ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
、生
徒
た
ち
が

考
え
た
劇
が
行
わ
れ
、来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
課
題
曲
と
自
由

曲
が
歌
わ
れ
、学
年
ご
と
に
金
賞

や
指
揮
者
賞
、伴
奏
者
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。最
優
秀
賞
は
３
年
１

組
が
輝
き
、発
表
さ
れ
た
瞬
間
会

場
に
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き
上
が

り
ま
し
た
。

学
校
の
新
た
な一歩
を

入
場
門
に
描
く

尊
い
命
を
歌
に
託
し

み
ん
な
の
心
に
残
す

動画が見られます

トレーニングルームで絵の仕上げ作業をする太田先生

心
を
ひ
と
つ
に…

江
名
中
学
校「
た
て
や
ま
祭
」

５年ぶりの「海星祭」

いわき海星高校教諭　太田　博行 先生

　保健体育教諭として、７年間いわき海星高校で教鞭を
取ってきた太田博行先生。かつては国体の選手で、ウエイ
トリフティング部の顧問でもあります。
　また、絵画製作や楽器演奏など、多くの特技もお持ち
で多方面で活躍されています。

完成した入場門。来場者は立体感溢れる絵を見上げて感心

最優秀賞の３年１組。自由曲は「虹」を歌いました

校舎前で行われていた「海
鮮ビービーキュウ」も大人気
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津
波
で
一
部
が
壊
れ
て
し
ま
っ

た
永
崎
地
区
の
海
岸
堤
防
。現
在
、

い
わ
き
海
星
高
校
付
近
か
ら
中
之

作
港
付
近
ま
で
の
約
３
、０
０
０

ｍ
の
区
間
で
、海
岸
堤
防
を
海
抜

７
．２
ｍ
に
か
さ
上
げ
す
る
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
駐
車
場
か
ら
南
側
の
約
１
、７

０
０
ｍ
と
天
神
前
川
か
ら
北
側
の

約
９
０
０
ｍ
の
区
間
は
現
在
施

工
中
。完
成
は
来
年
度
末
を
予
定

し
て
い
ま
す
。駐
車
場
が
あ
っ
た
部

分
の
約
２
９
０
ｍ
は
平
成
25
年

８
月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、平
成

26
年
９
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、海
岸
堤
防
の
一
部
は
、既

存
の
位
置
よ
り
海
側
に
設
置
さ
れ
、

そ
の
背
後
に
は
防
災
緑
地
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
20
日
、総
合
学
習
の
一
環

で
実
施
さ
れ
た「
防
災
教
育
」と

「
地
域
の
清
掃
活
動
」の
中
で
、江

名
中
学
校
２
年
生
に
よ
る
永
崎

地
区
海
岸
の
工
事
現
場
見
学
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
月
６
日
に
は
、防
災

緑
地
に
植
樹
す
る
た
め
の
ド
ン
グ

リ
を
校
舎
裏
山
や
中
之
作
南
ト
ン

ネ
ル
付
近
か
ら
約
８
０
０
個
採

取
し
ま
し
た
。採
取
し
た
ド
ン
グ

リ
は
学
校
の
花
壇
で
育
て
、来
年

以
降
に
永
崎
防
災
緑
地
に
移
植

す
る
予
定
で
す
。

動画が見られます

永
崎
地
区
海
岸
堤
防
の

工
事
進
捗
状
況

江
名
中
学
生
も
協
力

永
崎
地
区
の
防
災
計
画

小名浜ピックアップ

堤防や盛土を造る過程を見て、関心を高め
ていた生徒たち

かさ上げ工事をして津波な
どの勢いを弱めます

江名諏訪神社歳旦祭

かじの葉会による甘酒の振る舞いもあります。
●日　時　１月１日０時～

「下神白、上神白、永崎地区の昔の写真」
を募集

‥‥お知らせ‥‥

　11月９日、小名浜魚市場で小名浜機船底曳網漁業協同
組合主催としては初めての「いわき魚まつり」が行われまし
た。
　試験操業で水揚げされた魚の販売は人気を集め、午前
中に完売。メヒカリ唐揚やサンマつみれ汁の振る舞いも行

列ができました。
来場者は「揚げ
たてのメヒカリ
は美味しい。来
て良かったで
す」と、いわき
の魚を味わい
笑顔を見せてい
ました。

いわきの海の幸、いただきます
　11月15日、うつくしま・みずウオークいわき大会実行委員
会の主催で、「みずウオーク２０１４いわき大会」が行われ
ました。アクアマリンパークから出発し、三崎公園で折り返
す７kmコースと、中之作漁港で折り返す14kmコース。約１、
８００人の参加者は、いわきの方はもちろん、福島、柳津、

三春、西郷、い
わきの５大会を
制覇しようと市
外からもたくさ
んの方が訪れて
いました。

海の町、小名浜を歩く

小名浜

サンマのつかみ取りにチャレンジする来場者 海や海岸堤防工事の様子を眺めながら歩きました

　昨年までは神
社の中だけでお
守りを頒布して
いましたが、手
水舎の横にプレ
ハブを設置し、
絵馬や破魔矢な
どを頒布します。

　江名地区まちづくり協議会文化伝統部会は、
地域の歴史や文化、祭事を後世に残すため、古
い写真(風景・建物など)を探しています。
　提供できる方は下記までご連絡ください。
【問い合わせ】
　事務局　江名仮設公民館
　　　　　☎0246-55-７６１５

昔の写真例（永崎を走る江名臨港鉄道客車）
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動画が見られます
動画が見られます

波
に
襲
わ
れ
た
の
を
知
り
ま
し
た
。

　
電
気
は
１
日
で
復
旧
し
ま
し
た

が
、約
１
ヵ
月
間
断
水
が
続
き「
洗

濯
や
入
浴
、ト
イ
レ
に
は
と
て
も

困
っ
た
」と
話
す
阿
部
さ
ん
。水
は

職
員
の
自
宅
な
ど
か
ら
調
達
し
、

食
糧
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
食
事

は
朝
夕
の
み
に
。ガ
ス
が
使
え
た
の

が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
が
、「
み

ん
な
に
は
ひ
も
じ
い
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。支
援
物
資
が
届
い
た
の

は
、地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ
１
週

間
後
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
４
月
の
余
震
で
再
び

断
水
に
。１
ヵ
月
後
に
復
旧
し
ま

し
た
が
、２
度
の
断
水
は
と
て
も

　
昭
和
36
年
に
高
倉
町
に
創
設
さ

れ
、昭
和
56
年
に
江
畑
町
へ
移
転

し
た〈
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
千
寿

荘
〉。現
在
は
男
25
名
、女
39
名
の

計
64
名
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
当
時
、同
荘
で
働
い
て
い

た
と
い
う
主
任
支
援
員
の
阿
部
多

栄
子
さ
ん
。大
き
な
揺
れ
で
立
っ

て
い
る
の
も
困
難
と
な
る
な
か
、急

い
で
入
所
者
を
屋
外
へ
と
誘
導
し

ま
し
た
。外
へ
出
る
と
、海
の
方
か

ら
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、「
一

体
下（
沿
岸
部
）は
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う…

」と
不
安
に
な
っ

た
そ
う
。震
災
直
後
に
停
電
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
情
報
が
入

ら
ず
、後
に
な
っ
て
近
く
の
町
が
津

大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
震
災
当
時
は
、入
所
者
の

対
応
や
物
資
の
調
達
に
追
わ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、避
難
し

て
き
た
近
所
の
方
や
、被
災
し
た

他
の
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
の
受

け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。堀
川

盛
敏
荘
長
は「
避
難
所
に
は
指
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、い
ざ
と
い
う
時

に
は
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
も

必
要
」と
話
し
ま
す
。

　
震
災
前
に
は
、地
域
住
民
を
含

め
て
の
納
涼
会
や
運
動
会
を
実
施

し
て
い
た
と
い
う
同
荘
。地
域
と

連
携
し
、た
く
さ
ん
の
人
に
千
寿

荘
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、今
後
の
課
題
で
す
。

地域に開けた
老人ホームを目指して
地域に開けた

老人ホームを目指して

第31回うえだ
バンドフェスティバル

吹風殿
秋風と管楽の響き

～千寿荘　震災当時の話し～

今年から同荘に勤務している堀川荘長
（写真左）と、震災当時も支援員を勤
めていた阿部さん（写真右）

震災後には地震に対応した避難訓練も
実施。当時の反省を生かし、ポータブ
ルトイレ等の防災グッズも揃えました

震災で天井が落ちるなどの被害を受けた同荘。入所者の安全に配慮し、震災
があった年内には復旧作業が完了しました

自分たちが使いやすい「避難所」とは？
みんなの知恵と協力で！勿来地区　音楽の秋特集

　11月10日、NPO法人いわき自立生活センターの主催で、
障害者を対象とした避難所訓練「第２回みんなでつくる
避難所」が、勿来第二中学校で行われました。
　今年７月に行った第１回では、障害者が避難所生活を
する際どんな不便があるかを考え、それを踏まえたうえで、
改善に向けての意見交換が行われました。
　今回は４つの班に分かれ、保存食や防災グッズ、災害
時の情報伝達や健
康管理について、グ
ループレクチャーを
実施。また、昼には
保存食を使ったバ
イキングも行われ、
災害時や避難所で
生活する際の術を
学びました。

　今年も「IBCサクソフォ
ンアンサンブル」のみなさ
んによる演奏会が、11月16
日に行われました。「G線
上のアリア」など、計10曲
を披露。およそ200人が来
場しました。

　11月16日、汐見が丘・植
田小学校、植田東・植田中
学校、磐城農業・勿来工
業高校の吹奏楽部に所属
する生徒たちが、勿来市民
会館大ホールで素晴らし
い音色を披露しました。

体育館内には模擬避難所も設置。市内南部
にお住まいの約100名が参加しました

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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11
月
８
、９
両
日
、市
内
で
初

と
な
る
市
民
討
議
会「
な
こ
そ
未

来
ば
な
し
」が
、川
部
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
に
市
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
だ「
勿
来

ひ
と
・
ま
ち
未
来
会
議
」を
中
心
と

し
、昨
冬
に
実
行
委
員
会
を
結

成
。こ
れ
ま
で
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
り
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
の
第
一
歩
と
な

る
市
民
討
議
会
の
開
催
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、市
が
無
作
為
で
選
出

し
た
約
30
名
の
市
民
が
参
加
。５

つ
の
班
に
分
か
れ
、以
下
の
議
題
で

グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

①
災
害
時
の
情
報
伝
達
と
避
難

②
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

③
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り

④
勿
来
の
関
の
効
果
的
な
活
用

⑤
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
ま
ち

⑥
次
世
代
に
向
け
た
ま
ち
の
し
く

　
み

　
ま
た
参
考
と
し
て
、討
議
の
前

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
詳
し
い

方
々
が
情
報
を
提
供
。討
議
後
に

は
各
班
の
代
表
か
ら
意
見
結
果
が

述
べ
ら
れ
、一
人
ひ
と
り
が
良
い
と

思
っ
た
意
見
に
票
を
入
れ
ま
し

た
。

　
な
お
今
後
は
、開
催
ま
で
の
実

行
委
員
会
の
活
動
や
、当
日
の
意

見
結
果
の
集
計
な
ど
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
作
成
し
、年
明
け
に
市

へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
11
月
10
日
、第
４
回
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会
が
、勿
来
支

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
か
ら
の
変
更
点
と
し
て
、

小
浜
方
面
に
整
備
す
る
公
園
の
一

部
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
は
ど
う

か
、と
い
う
案
を
発
表
。そ
の
後
、

参
考
と
し
て
市
内
他
地
区
の
防
災

緑
地
の
現
状
に
つ
い
て
、特
に
岩
間

地
区
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
ト
イ

レ
や
水
道
の
整
備
に
注
目
し
、説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
委
員
会
に
協
力
す
る

芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
た
ち
が
現

在
制
作
を
進
め
て
い
る
、３
D
の

イ
メ
ー
ジ
映
像
を
鑑
賞
。図
面
で

は
な
く
立
体
的
に
見
る
こ
と
で
新

た
な
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
近
隣
に
商
業
施
設
が
な
い
同
地

区
の
防
災
緑
地
。た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
る
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、

ト
イ
レ
な
ど
の
水
場
は
必
須
と
な

っ
て
く
る
た
め
、緑
地
内
へ
の
設
置

お
よ
び
管
理
の
問
題
が
今
後
の
課

題
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
11
月
18
日
、「
第
６
回
小
浜
・
岩

間
地
区
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

策
定
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
、植
田
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
参
加
し
た
住
民
は
25
名
。

前
回
に
引
き
続
き
、目
指
す
べ
き

地
域
の
目
標
や
理
念
の
設
定
に
向

け
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、５
つ
に
集
約
し
た
地
域

の
課
題
の
１
つ
で
あ
る「
安
心
・
安

全
の
確
保
」を
テ
ー
マ
に
、具
体
的

な
方
策
案
に
つ
い
て
も
協
議
。今

後
も
各
テ
ー
マ
の
方
策
案
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
震
災
に
よ
り
壊
れ
て
し
ま
っ
た

鮫
川
筋
の
中
田
川
水
門
に
お
い
て
、

今
年
10
月
か
ら
新
し
い
水
門
の
整

備
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
、現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
同
河
川
の
整
備
計
画
と
併
せ
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
工
事
の
概
要
は
、幅
14
m
、高
さ 

４
m
の
ゲ
ー
ト
を
２
門
備
え
た
水

門
を
、壊
れ
て
し
ま
っ
た
元
の
水

門
よ
り
下
流
に
設
置
。鮫
川
の
右

岸
側
に
く
ぼ
み
が
出
来
な
い
よ
う
、

来
春
か
ら
か
さ
上
げ
工
事
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、鮫
川
河
川

堤
防
と
繋
げ
合
わ
せ
ま
す
。水
門

の
整
備
が
完
了
次
第
、古
い
水
門

が
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
新
た
に
整
備
さ
れ

る
水
門
は
開
閉
が
全
自
動
式
。津

波
警
報
が
発
令
す
る
と
、自
動
で

閉
ま
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
期
は
平
成
28
年
７
月
ま
で
を
予

定
。

　
な
お
工
事
期
間
中
は
、市
道
川

原
・
吉
原
線
の
一
部
が
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

n a k o s o

なこそ地区だよりなこそ地区だより
海を眺めながらウォーキング海を眺めながらウォーキング
　11月9日、「第24回いわきシーサ
イド・ウォーク」が開催されました。
メイン会場の勿来海水浴場市営駐
車場から、勿来の関公園、勿来海岸
を往復する約7kmのコース。メイン
会場では豚汁の振る舞いなども行
われ、参加者は秋風や景色を楽し
みながらゴールを目指しました。

1 年に 1度の大舞台1年に 1度の大舞台

勿　来

　勿来地区市民文化祭の文化
展に続く芸能祭が、11月9日に勿
来市民会館大ホールで開かれ
ました。コーラスや舞踊などのサ
ークル団体が、日ごろの練習の
成果を披露。また、双葉町の
方々によるサークルも参加し、会
場を盛り上げました。

初対面にもかかわらず、議論を交わし
合ったみなさん。2日間ですっかり打ち解
け、昼食時には和やかに談話する姿も

錦須賀地区へ向かう橋の
下を流れる中田川。水門の
奥は鮫川となっています

第
４
回
　
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会

復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
田
川
水
門

工
事
着
手
に
つ
い
て

み
ん
な
で
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
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将来のライフプランを
無料でアドバイス!

まちづくり・未来づくり講演会

◆テーマ  生活再建のためのベス
　　　　　トな保険選び
◆日　時　1月17日(土)
　　　　　10：00～12：00
◆場　所　市文化センター
【予約・問い合わせ】
　市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

◆テーマ  東日本大震災とふるさ
　　　　　と回帰運動
◆日　時　1月24日(土)
　　　　　18：00～19：00
◆場　所　いわき産業創造館(ラトブ)
◆申込期限  1月21日(水)
※申込方法等については、下記ま
　でお問い合せください。
【予約・問い合わせ】
　〒970-8686 いわき市平梅本21
　市民協働課　☎0246-22-7414

「生活再建ライフプランセミナー」

避難先での暮らしをサポート
　県では、県外に避難を余儀なく
されている方々へ、民間の避難者
支援団体が開催する交流会や相談
会などの、さまざまな情報をホー
ムページで提供しています。日本

全国の情報を見ることができます。
【問い合わせ】
東日本大震災支援全国ネットワーク
(JCN)事務局 ☎03-3277-3636  
　　

津波ハザードマップ暫定版(第2版)作成

「まざり～な」マップ第 2弾完成

○建設戸数／集合住宅　120戸
　　　　　　(1号棟64戸・2号
　　　　　　棟56戸)
　　　　　　戸建住宅　16戸

○構　　造／集合住宅　RC造　
　　　　　　(1号棟8階建て・ 
　　　　　　2号棟7階建て)
　　　　　　戸建住宅　木造

○入居開始／
　集合住宅　平成27年2月予定
　戸建住宅　平成27年12月予定

応急仮設住宅や雇用促進住宅などで行われたイベントを紹介

ふるさとだよりの記事が動画でも見られます！

インタビ
ュー、

おまつり
などの

動画が見ら
れる！！

現況写真(手前1号棟、奥2号棟)

　毎年春と秋に行われてきた「砂子
田祭り」が今回で最後を迎えました。
お別れ会を兼ねての秋祭りとなり、
現在同住宅に住んでいる人はもち
ろん、以前住民だった方々も参加。
「久しぶりだねぇ」と声を掛け合って
いました。また、野外テントでは約
2､000食の軽食が振る舞われたほ
か、フラダンスショーや和太鼓など
も披露されました。

英語で書かれたカード取りゲー
ムで盛り上がる子どもたち

11月
16日

「砂子田秋祭り」 激励お別れ会
内郷雇用促進住宅

●メールの方／furusato@asally.co.jp
　携帯電話からのメールはQRコードを
　読み取ってください。 
●FAXの方／☎0246-26-5157
●おたよりの方／左記編集室まで

久之浜団地
災害公営住宅の整備状況9 12月３日現在

11

　「現地会議」は被災者支援団体
間の連携を促し、問題共有の場と
して福島、宮城、岩手の3県で、震
災後から定期的に開催されてい
ます。今回は「復興公営住宅のコ
ミュニティづくり」をテーマに、
NPOや社協、行政、企業など64
団体が参加。復興への課題認識
と連携・分担などについて話し合
われました。

垣根を越え、活発な意見が交わ
されたワークショップ

11月
17日

「第9回 現地会議in福島」 開催
いわき産業創造館

　市ではこのほど、沿岸地域の住民に対し津波への注意
喚起と避難場所を知らせるため、ハザードマップを作成
しました。これは国が示したガイドラインをもとに独自に
行った、津波シミュレーションの結果をまとめたものです。
　今回の第2版は、満潮時や地盤沈下などの悪条件のも
とで、考えうる最大クラスの津波が発生した場合の浸水
区域が色分けされ、東日本大震災時の浸水区域とも比
較できる作りになっています。また、沿岸部を17区域に
分け津波避難場所や津波避難ビル、避難所、防災行政無
線の場所などが示されています。
　さらに、進められていく復興事業に伴い、変化していく
道路や施設、地形などの実情にあった内容となるよう、
今後も同マップの改訂を実施していきます。
　なお、沿岸地域の各家庭に回覧で配布になりましたが、
市役所本庁舎や各支所内にも備え付けてあるほか、市
ホームページから
もダウンロードす
ることができます。

　　

　被災者支援の一環で行っている、まちの小さな交流サ
ロン「まざり～な」のマップが北部編に続き、南部編が完
成しました。地元商店の協力により、現在は23店舗に。
　マップは「まざり～な」加
盟の各店舗と下記事務所
で配布されています。
●NPO法人3･11被災者を支援す
　るいわき連絡協議会
　(通称みんぷく)
●NPO法人シャプラニール
　（ぶらっと）
●NPO法人ザ・ピープル
●なこそ復興プロジェクト

避難されている方々へ
http://fukushima.jpn-civil.net/

協力店舗の営業時間や場所、利用
方法が活用的に記載されています

【問い合わせ】
　市危機管理課
　災害対策係
　☎0246-22-1242
　URL http://www.city.iwaki.fukushima.jp/
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